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 世
羅
町
重
要
文
化
財 

廃
金 こ

ん

福 ぷ
く

寺
古
石
塔
群 

昭
和
63
年
２
月
９
日
指
定 

 

津
久
志
地
区
の
黒
渕
の
山
林
中
に
廃
金
福
寺
跡
が
あ
り
、
現
高
96

cm
の

宝

篋

印

塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

１
基
と
50
数
基
の
五
輪
塔
を
有
す
る
中
世
の
墓
地
が
あ
り

ま
す
。
と
も
に
大
田
庄
時
代
の
黒
渕
地
頭
三
善
氏
関
係
の
も
の
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。 

宝
篋
印
塔
は
花
崗
岩
製 

で
、
室
町
時
代
中
期
の
も 

の
、
ま
た
、
五
輪
塔
は
鎌 

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に 

か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ 

れ
て
い
ま
す
。
五
輪
塔
の 

石
材
は
大
半
が
花
崗
岩
製 

で
す
が
、
一
部
に
結
晶
石 

灰
岩
製
（
コ
ゴ
メ
石
）
の 

も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

多
数
の
五
輪
塔
が
一
箇 

所
に
存
在
す
る
場
所
と
し 

て
は
、
郡
内
で
も
有
数
規 

模
の
も
の
で
す
。 

 

●
シ
リ
ー
ズ
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が
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の
文
化
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世
羅
町
重
要
文
化
財 

石
造
層
塔 昭

和
44
年
11
月
20
日
指
定 

 
 
 

 

青
近
の
毘
沙
門
堂
の
脇
に
は
、
花
崗
岩
製
の
三
重
及
び
五
重
の
層
塔
が

２
基
あ
り
ま
す
。 

五
重
塔
は
高
さ
2.23
ｍ
、
三
重
塔
は
高
さ
2.06
ｍ
で
両
塔
と
も
相
輪
の
一
部

を
欠
失
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
残
欠
を
含
め
て
６
ケ
所
に
合
計
６
基
の

層
塔
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
材
質
は
花
崗
岩
で
す
。
そ
の
う
ち

の
一
基
に
は
塔
身
部
と
一
層
目
を
く
り
抜
き
円
筒
形
の
奉 ほ

う

籠 ろ
う

孔 こ
う

が
つ
い
て

い
ま
す
。
形
式
か
ら
み
て
い
ず
れ
も
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
期
に

か
け
て
の
造
立
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
本
塔
は
曽
我
兄
弟
の
墓
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
大
田

庄
の
青
近
地
頭
が
造
立
し
た
層
塔
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
塔
の
脇
に
は
毘
沙

門
天
が
祀
ら
れ
、
塔
の
下
方
の
屋
敷
に
は
「
土
居
丸
」
の
屋
号
が
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

い
て
、
こ
の
地
に
支
配
者
の
居
館
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

同
地
に
は
、
層
塔
の
他
に
南
北
朝 

時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
宝
篋
印

塔
や
五
輪
塔
な
ど
が
多
数
存
在
し
て

い
ま
す
。 

  

▼三重層塔の塔身の種子 

▲層塔（２基） 


